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問に答えたのが，東北大学の経塚淳子教授の研究グループで
ある（Kodama et al. 2022）。

陸上植物の共通祖先に連なる系統で最初に分かれたのがコ
ケ植物だった。なのでまずはコケを調べるべきだろう。フタ
バゼニゴケというコケも AM 菌と共生している。ただしコ
ケには根がない。その代わりにあるのが仮根 ( かこん ) とい
う固着装置なのだが，これ自体に栄養素や水分を吸収する機
能はほとんどない。AM 菌はフタバゼニゴケの仮根から侵入
し，葉の中に樹枝状体を形成している。ストリゴラクトンを
合成しているかどうかを調べると，たしかに合成していた。
しかも，リンが欠乏するとストリゴラクトンの合成量が増加
した。また，ストリゴラクトンを合成しない変異体を作成し
たところ，形態的な違いは見られないものの，AM 菌との共
生は起こらなかった。

フタバゼニゴケのこの性質から，おそらく元祖コケもスト
リゴラクトン合成能力を獲得したことで AM 菌との共生能
力を獲得し，陸上での生育が可能となったものと推定される。

では，種子植物の成長制御物質としてのストリゴラクトン
の機能はどのようにして生じたのだろう。フタバゼニゴケの
体内では，ストリゴラクトンはいかなる機能も果たしていな
い。というか，それを植物ホルモンとして感受する仕組みが
発達していないという。

ホルモンを信号として認識するには，その受容体というも
のを備えていなければならない。種子植物にはそれがある
が，コケ植物やシダ植物にはそれが存在しないのだ。裸子植
物と被子植物からなる種子植物は，その共通祖先において，
KAI2 という既存の遺伝子を余分にコピー（遺伝子重複）し，
それが少し改変されることでストリゴラクトン受容体を獲得

したのである。試しにフタバゼニゴケにこの受容体を導入し
たところ，ストリゴラクトンの信号を感知することも確認さ
れた。

というわけで，植物とストリゴラクトンをめぐる進化の筋
書きが見えてきた。元祖コケにおけるストリゴラクトンのそ
もそもの機能は仮根から土壌中に放出されて AM 菌との共
生を促進することだけだった。そしてそれが後に種子植物を
生んだ系統で植物体内のホルモンとしても受容する準備が
できたことで，成長とリン吸収の切り替え機能ももつように
なったのだ（図 -1）。

地球の緑化に大きな役割を担っているストリゴラクトンだ
が，じつはやっかいな事態も引き起こしている。アフリカな
どのイネ科とマメ科の畑では，ストライガ（図 - ２）という
寄生植物が甚大な被害を及ぼしている。ストライガの微小な
種子は，作物が土壌中にストリゴラクトンを放出するとそれ
に反応して発芽し，作物の根に寄生して栄養分を吸い取って
しまうのだ。なんともしたたかな戦略ではないか。

生活を豊かにしてくれる科学技術は，ときに軍事用にも転
用できる。これをデュアルユースと言うが，植物にとっては
天啓だったストリゴラクトンも，まさにデュアルユースに利
用されてしまっているというわけである。これもまた二つの
顔のなせるわざというべきなのかどうか。　　　　　　（完）
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図 -1　 植物はストリゴラクトン合成能力を獲得したことでAM菌との
共生を実現し，貧栄養の陸上への進出を実現した。種子植物は
そのストリゴラクトンを成長を制御する植物ホルモンとしても
活用する能力を獲得した。（図版提供：経塚淳子東北大学大学院
教授） 図 -2　 ソルガム畑でピンクの花をつけたストライガの一種（写真提供：

USDA APHIS PPQ）
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■協会だより
■■第29回理事会
　2023年3月27日（月），新型コロナウイルス感染症拡
大防止対策として植調会館3階会議室他10箇所でのWeb
会議システムを利用した第29回理事会が開催され，次の
事項について承認を得た｡
【議案】
１．2023年度事業計画書及び収支予算書等の承認
［2023年度事業計画書］
基本方針
　定款に掲げる「植物調節剤（除草剤，植物成長調整剤
及び植物の生育調整資材）の利用開発の試験研究を促進
し，あわせてその成果の普及を通じて，農作物生産性の
向上及び安定化と農作業の省力化を図り，農業の持続的
発展並びに環境保全，食の安全に寄与する」ための事業
を推進する。
１）植物調節剤の検査・検定事業
　⑴ 植物調節剤の薬効・薬害試験
　⑵ 植物調節剤の作用特性試験
　⑶ 植物調節剤の残留試験
　⑷ 植物調節剤の永年蓄積残留試験
　⑸ 検査・検定事業の運営と体制強化
２）植物調節剤の研究開発事業
　⑴ 重点研究課題
　　① 問題雑草に対する防除技術の開発
　　　・特定外来生物に対する防除技術の開発
　　　・難防除雑草に対する防除技術の開発
　　　・「除草カタログ」の作成と発信に関する研究
　　②   水田からの温室効果ガス排出削減策など新しい中

干し政策に対応可能な一発処理技術の研究
　　③   畑地用除草剤の土壌混和処理による効果安定化技

術の開発
　⑵ 基盤研究課題
　⑶ 委託研究課題
　⑷ 受託研究課題

３）植物調節剤の普及啓発事業
　⑴ 植物調節剤の技術確認圃
　⑵ 水稲除草剤の技術情報の公開
　⑶ 植物調節剤の適正使用のキャンペーン
　⑷ ホームページの整備
　⑸ 植物調節剤に関する研究会・講習会の開催
　⑹ 機関誌の刊行
４）不動産の賃貸事業

［2023年度収支予算書］
　　予算額　　　　1,284,096千円

２．定時評議員会の招集の決定
　日時：2023年5月26日（金） 13:30～
　場所：植調会館3階会議室　

３．資産取得資金の保有の承認
　１）施設建替資金積立資産　
　２）分析計測機器取得積立資産　

【報告事項】
１．賛助会員の入退会の報告
２．代表理事・業務執行理事の職務の執行の状況の報告

■■人事異動
2023年3月31日付
　退職 事務局総務部総務課 花岡　明人
　退職 事務局総務部総務課 関　百合子
　退職 事務局総務部企画課 仮谷　道則
　退職 研究所環境科学部 川田　文子
　退職 研究所千葉支所 中澤　教子
　退職 北海道支部 菊地　和博
　退職 十勝試験地　　　　　　　　 出岡   謙太郎
　退職 福島試験地主任 河野　　郷
　退職 富山試験地主任 藤井　謙二
　退職 広島試験地主任 三善　正道
　退職 福岡研究センター 大隈　光善
　退職 宮崎試験地主任（委託） 山口　　晃
2023年4月1日付
　任 事務局総務部 星野　菜羽
　任 研究所環境科学部 長田　拓也
　任 研究所試験研究部 石原　　優
　任 研究所管理部 柳田　　勉

広　 　　　場
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　任  北海道支部 佐藤　敏文
　任 北海道研究センター 荒木　和哉
　任 古川研究センター所長　　 神名川　真三郎
　任 福島試験地 川島　俊和
　任  高知試験地主任 山﨑　幸重
　命 事務局技術部技術第二課係長 中下　真吾
　命 北海道研究センター所長 前野　眞司
　命 古川研究センター主査研究員 山川　　剛
　命 福島試験地主任 宗村　洋一
　命 富山試験地主任 今井　秀昭
　免 北海道研究センター所長兼務 楠目　俊三
　免 古川研究センター所長　　　 佐々木   徳明


